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授業科目  ＊人文学入門 単位  1 

履      修  必修 関連資格  ナンバリング TO10402J 

開講年次  1 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP1-1 DP4-1 

担当教員  八尋  春海、林    裕二、神崎  明坤、Andrew  Zitzmann、ブラウン馬本 鈴子、Kristen Maree Sullivan 

授業概要  

人文学とはどういうものか、人文学部で学ぶ意味は何か、人文学部両学科で具体的にどういう事柄を学ぶの

か、キャリア形成とはどういうことかなど、4年間の学びの土台となることを学び考える授業です。本学の建学

の精神である「感恩奉仕」が各授業の基盤となります。授業計画の「進行」で、担当者の回が変更になることも

あります。 

学生が達成すべき       

行動目標 

1  人文学とはどのような学問かを理解する。 

2 人文学を学ぶ意義を理解する。 

3 自らのキャリアデザインへの意識をもつ。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 0 90 0 0 10 100  

知識・理解 (DP1-1)   60   5 65  

知識・理解 (DP1-2)         

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)         

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)         

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)   30   5 35  

態度(DP4-2)         

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)         

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

人文学の基本的な知識をよく理解し、学部・学科で学ぶ上での

様々な問題を考えるときに応用することができる。 

人文学の基本的な知識を身につけ、それを自分の学びへの意

識向上につなげることができる。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 
人文学とは何か（大谷） 講義 復習：当該部分の復習 40分 
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2 
国際交流と多文化共生（八尋） 講義 復習：当該部分の復習  40分 

3 
大学性と読書（馬本） 講義 復習：当該部分の復習  40分 

4 
文化を伝える-読むこと（林） 講義 復習：当該部分の復習  40分 

5 
外国語学習・使用とアイデンティティについて（サリバ

ン） 

講義 復習：当該部分の復習  40分 

6 
日本文化を通して異文化を学ぶ（神崎） 講義 復習：当該部分の復習  40分 

7 
多言語と私（ジッツマン） 講義 復習：当該部分の復習  40分 

8 
 人文系のキャリア（八尋） 講義 復習：当該部分の復習  40分 
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理解に必要な予備

知識や技能 

人文学部両学科での学びの土台となる内容ですので、積極的な取り組みの姿勢が必要です。 

テキスト 

指定なし。 添付資料を配付予定。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

授業中に随時提示される予定。 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

人文学部の学生にとって、知識を得たり考えたりするうえで、読書は基本になるので、読書の習慣をつけまし

ょう。 

達成度評価に関す

るコメント 

3回以上の欠席は、単位認定資格を失います。     

8回の授業の全てで、授業時間内のレポートの提出が求められます。 

「達成度評価」の 10%は、授業貢献度(質問等をどれくらいしたか）です。 
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